
平成１７年３月期　第１四半期財務・業績の概況(連結)

上場会社名　ＪＵＫＩ株式会社
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代　　表　　者　　代表取締役社長　中村和之
問合せ先責任者　　専務取締役　　　鈴木惠喜　 TEL：(03)3480－1111

1．四半期財務情報の作成等に係る事項
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

(内容)
有形・無形固定資産の減価償却の方法 －－－年度見込額のうち当四半期分を計上しております。
退職給付引当金、賞与引当金 －－－－－－－年度見込額のうち当四半期分を計上しております。

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無
③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有

(内容)
新規連結1社：重要性が増したことにより上海甲田精密機械有限公司を連結会社に加えております。

2．平成17年3月期第１四半期財務･業績の概況(平成16年4月1日～平成16年6月30日)
(1)経営成績(連結)の進捗状況 (単位：百万円未満切捨)

％ ％ ％ ％

15.1 － － －
－ － － －

円 銭 円 銭

(注)1.売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

　しておりません。

[経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等]

先行き不透明な状況で推移しました。

34,143百万円(対前年同期比15.1％増)となりました。

主なセグメント別の概況は次のとおりであります。
(工業用ミシン事業)

ミシン事業全体の売上高は、15,503百万円(対前年同期比10.1％減)となりました。

(家庭用ミシン事業)

(対前年同期比2.6％増)となりました。

2.売上高を除く四半期での開示は、当四半期より行っているため、前年同四半期については記載

マウンターを中心とした産業機器およびその他事業が順調に伸びたことなどにより連結売上高は

中国・欧米市場向けは、ほぼ前年同期並みに推移しておりますが、円高の影響などもあり、工業用

国内の個人消費は依然として不透明な状況で推移しており、訪問販売及び国内代理店向けは前年
同期を下回りましたが、海外向けが順調に伸び、家庭用ミシン事業全体の売上高は3,382百万円

当第１四半期のわが国経済は、デジタル家電業界に見られる企業収益の改善あるいは設備投資の
増加などにより、着実な景気回復基調にあるものの、米国の金利引き上げに伴う景気減速懸念など

このような経済情勢のなか、当グループは主力の工業用ミシンが堅調に推移したほか、チップ
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(産業機器事業)

99.6％増)となりました。

(その他事業)

売上高は8,619百万円(対前年同期比48.5％増)となりました。

(2)財政状態(連結)の変動状況 (単位：百万円未満切捨)

百万円 百万円 ％ 円 銭

【連結キャッシュ・フローの状況】 (単位：百万円未満切捨)

百万円 百万円 百万円 百万円

(注)
　いるため、前年同四半期については記載しておりません。

[財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等]

は998百万円増加したことから、株主資本比率は、0.8ポイント増加いたしました。

した。流動負債では、仕入債務が1,645百万円増加し、長短借入金が88百万円減少いたしました。

(連結キャッシュ・フロー)
営業活動によるキャッシュ・フロー

が、棚卸資産が減少し、仕入債務が増加したことなどによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フロー

ことによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー

ものです。

【参考】
平成17年3月期の連結業績予想(平成16年4月1日～平成17年3月31日)

[業績予想に関する定性的情報等]

平成16年５月25日に公表いたしました業績予想は修正しておりません。

当第１四半期につきましては、当初計画を若干上回っておりますが、中間期並びに通期につきま
しては、為替の変動に加え、米国の景気動向あるいは中国の金融情勢等不安定要素があるため、

半導体製造装置の需要拡大に伴い、チップマウンターの受注も活発に推移し、中国市場並びに欧米
市場でも急速に売上が拡大しており、産業機器事業全体の売上高は6,638百万円(対前年同期比

1.財政状態および連結キャッシュ・フローについての四半期での開示は、当四半期より行って
5,254

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

16年3月期第1四半期

アミューズメント機器並びに金融端末関連機器などを中心に売上が順調に伸び、その他事業全体の

12,27517年3月期第1四半期

17年3月期第1四半期
16年3月期第1四半期
(参考)16年3月期 118,562 3,259

(参考)16年3月期
－

18,829
－

120,779 4,258 3.5

2.7

総 資 産 株主資本 株主資本比率
1株当たり
株主資本

42 03
－ － － － －

32 18

1,385 △ 577 △ 153

現金及び現金同等物
期  末  残  高

財務活動による
キャッシュ・フロー

－
△24,649

－
11,533

財務活動からのキャッシュ・フローは153百万円減少しました。長短借入金の返済などによる

当第１四半期の総資産は、前連結会計年度末に比べ、2,217百万円増加いたしました。株主資本

主な増減は、流動資産では、棚卸資産が1,108百万円減少し、売上債権が2,355百万円増加しま

営業活動からのキャッシュ・フローは1,385百万円増加しました。売上債権は増加しました

投資活動からのキャッシュ・フローは577百万円減少しました。若干の設備投資などがあった
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１．要約四半期連結貸借対照表

(単位：百万円、％)

期　別 

 科　目

流　動　資　産 83,984 81,529 2,454 3.0

14,417 13,709 707

25,097 22,741 2,355

41,171 42,279 △ 1,108

3,297 2,798 499

固　定　資　産 36,795 37,032 △ 237 △ 0.6

21,778 21,705 72

2,801 2,829 △ 27

12,215 12,497 △ 282

120,779 118,562 2,217 1.9

流　動　負　債 87,335 84,387 2,948 3.5

20,720 19,074 1,645

56,548 54,722 1,825

5,008 4,341 666

5,058 6,248 △ 1,189

固　定　負　債 28,787 30,472 △ 1,685 △ 5.5

500 500 －

22,199 24,113 △ 1,914

5,498 5,250 247

589 608 △ 19

116,122 114,859 1,263 1.1

398 442 △ 44 △ 9.9

9,941 9,941 －

3,008 6,900 △ 3,892

△ 3,828 △ 9,229 5,400

388 329 58

△ 5,232 △ 4,665 △ 566

△ 19 △ 17 △ 1

4,258 3,259 998 30.6

120,779 118,562 2,217 1.9

当第1四半期 前連結会計年度 増　減
平成16年6月30日 平成16年3月31日

金　　額 金　　額 金　額 増減率

( 資 産 の 部 )

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

棚 卸 資 産

そ の 他

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

資 産 合 計

( 負 債 の 部 )

支払手形及び買掛金

短 期 借 入 金

未 払 費 用

そ の 他

社 債

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

負 債 合 計

( 少 数 株 主 持 分 )

少 数 株 主 持 分

( 資 本 の 部 )

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 合 計

負債･少数株主持分･資本合計

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

為 替 換 算 調 整 勘 定

自 己 株 式
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２．要約四半期連結損益計算書

(単位：百万円)

期　　別 

科　　目

34,143 120,625

22,744 66.6 78,914 65.4

11,398 33.4 41,711 34.6

8,470 24.8 33,999 28.2

2,927 8.6 7,711 6.4

480 1.4 1,436 1.2

865 2.6 5,333 4.4

2,542 7.4 3,815 3.2

0 0.0 2,884 2.4

37 0.1 3,195 2.7

2,506 7.3 3,504 2.9

971 2.8 2,553 2.1

24 0.1 84 0.1

1,510 4.4 866 0.7

３. 四半期連結剰余金計算書

(単位：百万円)

期　　別 

 科　　目

 (資本剰余金の部)

Ⅰ 資本剰余金期首残高

Ⅱ 資本剰余金減少高

その他資本剰余金取崩額 3,892 － 

Ⅲ 資本剰余金期末残高

 (利益剰余金の部)

Ⅰ 利益剰余金期首残高 △ △

Ⅱ 利益剰余金増加高

四半期(当期)純利益 1,510 866

5 － 

その他資本剰余金取崩額 3,892 － 

Ⅲ 利益剰余金減少高

役員賞与 8 3

－ 8 4 7

Ⅳ 利益剰余金期末残高 △ △

売 上 高

売 上 原 価

連結子会社増加に伴う
利益剰余金増加高

少 数 株 主 利 益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

経 常 利 益

法 人 税 等

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

9,229

売 上 総 利 益

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

販売費及び一般管理費

当第1四半期

当第1四半期 前連結会計年度

自 平成16年4月 1日 自 平成15年4月 1日

金  額 百分比 金  額 百分比

至 平成16年6月30日 至 平成16年3月31日

％

100.0 100.0

％

前連結会計年度

3,828 9,229

5,408

金　　　額

6,900

10,088

866

6,900

3,008

自 平成16年4月 1日 自 平成15年4月 1日
至 平成16年6月30日 至 平成16年3月31日

金　　　額

6,900

－

連結子会社減少に伴う
利益剰余金減少高

3,892
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４．要約四半期連結キャッシュ･フロー計算書

(単位：百万円)

期　　別　

　科　　目

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税 金 等 調 整 前 四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 2,506 3,504

減 価 償 却 費 778 3,389

売 上 債 権 の 増 加 額 △ 2,299 △ 565

棚 卸 資 産 の 減 少 額 918 8,180

仕 入 債 務 の 増 加 額 1,820 4,333

割 引 手 形 の 増 減 額 △ 456 1,358

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 1,326 △ 16

そ の 他 △ 555 △ 1,355

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,385 18,829

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △ 664 △ 3,648

有形及び無形固定資産の売却による収入 88 4,763

そ の 他 △ 1 4,139

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 577 5,254

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 2,375 △ 22,460

長 期 借 入 れ に よ る 収 入 857 12,938

長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △ 3,321 △ 15,065

そ の 他 △ 65 △ 62

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 153 △ 24,649

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 98 △ 560

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 555 △ 1,126

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 11,533 12,659

Ⅶ 新規連結子会社の現金及び現金同等物の期首残高 186 －

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 12,275 11,533

至 平成16年6月30日 至 平成16年3月31日

金　　額 金　　額

当第1四半期 前連結会計年度

自 平成16年4月 1日 自 平成15年4月 1日
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(事業の種類別セグメント情報)

当第１四半期(平成16年4月1日～平成16年6月30日) (単位：百万円)

工　業　用 家　庭　用 産業機器 消去又
ミシン事業 ミシン事業 事　　業 は全社

(1)外部顧客に対する売上高 15,503 3,382 6,638 8,619 34,143 － 34,143

(2)セグメント間の内部売上

   高又は振替高

計 15,786 3,392 6,638 9,670 35,488 (1,344) 34,143

14,362 3,134 6,198 8,533 32,229 (1,013) 31,215

1,424 257 439 1,137 3,259 (331) 2,927

各事業の主な製品

(1)工業用ミシン事業 ････ 工業用ミシン

(2)家庭用ミシン事業 ････ 家庭用ミシン

(3)産業機器事業 ････ チップマウンター

(4)その他 ････ 宝飾品、金融端末関連機器、アミューズメント機器等

【参考】

前年同四半期(平成15年4月1日～平成15年6月30日) (単位：百万円)

工　業　用 家　庭　用 産業機器 消去又
ミシン事業 ミシン事業 事　　業 は全社

 　外部顧客に対する売上高 17,237 3,295 3,325 5,804 29,663 － 29,663

前連結会計年度(平成15年4月1日～平成16年3月31日) (単位：百万円)

工　業　用 家　庭　用 産業機器 消去又
ミシン事業 ミシン事業 事　　業 は全社

(1)外部顧客に対する売上高 59,607 13,591 17,592 29,833 120,625 － 120,625

(2)セグメント間の内部売上

   高又は振替高

計 60,100 13,631 17,592 32,231 123,555 (2,930) 120,625

54,082 12,043 18,719 29,377 114,221 (1,308) 112,913

6,018 1,587 △ 1,126 2,854 9,334 (1,622) 7,711

５．セグメント情報

そ の 他 計

283 10 － 1,051

売 上 高

連　結

1,344 (1,344) －

－

そ の 他 計 連　結

営 業 利 益

そ の 他 計 連　結

492 39 － 2,398 2,930 (2,930)

営 業 費 用

営 業 利 益

売 上 高

営 業 費 用

売 上 高
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